
評価結果公表事項(別表第２)

①第三者評価機関名

②運営者（指定管理者）に係る情報

所在地： ℡

③事業所の基本調査内容

別紙「基本調査票」のとおり

④総評

⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント

⑥評価対象項目に対する評価結果及びコメント

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

北海道福祉サービス第三者評価結果公表事項

◇特に評価の高い点

特定非営利活動法人 福祉サービス評価機構Kネット

名称：社会福祉法人 睦会

代表者氏名：理事長　大坪　睦夫

○保育室の環境設定について

乳児は食べる・寝る・遊ぶ空間に分けて心地よく過ごせるよう環境を整えたり、幼児は制作、積み
木、ままごと遊び、パズル、ゲームなどを設定したりしています。子どもの発達段階や季節に応じ
た遊具を各保育室に取り入れて遊べるよう努めていますが、保育室の生活と遊びがさらに豊かに展
開できるように子どもたちが自分で遊具を取り出したり、イメージを広げたりして遊ぶことが出来
るようなコーナーづくりやレイアウトを工夫していくことを期待します。

○子どもが主体的にその姿に向かって成長する保育の取り組みについて

本園の基本方針「自分でできたという体験を大切にします」をもとに、生活や遊びを通して「自分
でできた」と実感できる保育を目指して取り組んでいます。園内はテラスに砂場があり遊戯室は
ロッククライミングやトランポリン等を設定して、のびのび遊べるよう環境を整えています。お店
やさんごっこや郵便屋さんごっこなどの行事を自分たちの成長を楽しむための取り組みと位置づ
け、絵本読み聞かせを通して手紙や絵で表現して楽しめるようにしたり、地域と関わりながら、遊
びが豊かに展開できるよう工夫しています。職員全員で「待つ保育」「見守る姿勢」を心がけて、
子ども一人ひとりが主体的に活動できる保育の取り組みに努めています。
　

◇改善を求められる点

〒064-0912　札幌市中央区南12条西16丁目1番地5 011-520-8008 

開設６年目にして初めての第三者評価を実施し、施設運営に対する客観的な評価に接することが出
来ました。評価結果につきましては真摯に受け止め、職員全員で共有し、P（計画）D（実行）C
（評価）A（改善）サイクルを継続することにより、園全体の質の向上に努め、信頼される保育園
を目指したいと思います。今後も地域の皆様、保護者の皆様のご理解とご協力を頂きながら、子育
ての拠点として子どもの目線に立った保育を実施し、更に皆さまから選ばれる保育園となるよう努
力してまいります。



　　本調査票は、貴事業所の基本的な概要について記載していただくものです。

　　

29 年 8 月 8 日

名 24 年 4 月 1 日

0 回 （平成　　　年度）

【当該事業に併設して行っている事業】

北海道福祉サービス第三者評価・基本調査票

副園長）

・障がい児通所支援事業所　ハッピークローバーⅠ・Ⅱ、Ⅲ(１施設、定員1０名)
・学童保育　中央アカデミー(定員２０名)

　　開所時間

平成

〒 064-0912　札幌市中央区南12条西16丁目1番地5

011-520-8877

ko-hoikuen@mutsumikai.jp

011-520-8008

本調査票の記入日：

吉田　宏美 （所属、職名：

社会福祉法人　睦会

平成

HP mutsumikai@jp/kousai/

大坪　睦夫

事業
種別

保育所

　経営主体

（法人名）

　７時～１９時

開設年利用定員

こうさい保育園
事業所名

電　話

ＦＡＸ

E-mail

（施設名）

所在地

ＵＲＬ

施設長氏名

調査対応ご担当者

（通所施設のみ）

90

保育理念：『愛されている実感』子どもが健やかに育つ一番の栄養は「愛されている実感」です。
子どもたちの成長や発達段階をふまえ、愛されていると実感できる保育・教育をおこない、子どもと
保護者、地域、職員がともに幸せになれる「みんなの第2の家」をつくります。
基本方針:・家庭的な雰囲気の中で、子ども一人ひとりのおもいを受け入れます(自己肯定感を育む)
・遊びや生活をとおして、子どもの生きる力を育てます(自主性・判断力・探究心・思考力・道徳性
を培う)・「自分でできた」という体験を大切にします(遊びと学びのバランスのとれた体験)・言葉
への興味や関心を育て、言葉の豊かさを養います(相手の話を理解しようと表現力を培う)
保育目標:○元気な子ども○優しく思いやる子ども○感性豊かな子ども○考える子ども

施設・事業所の特徴的な取組：
「英語教室」(3歳以上)は異文化交流を目的とし、外国人講師と英語で遊ぶ楽しい時間です。英語の
歌を歌ったりゲーム的な活動を通して、楽しみながら英語学習を行います。
「体操教室」(３歳以上)は体を動かす楽しさを学ぶ。協調性や自立心を育てる。基礎体力や運動能力
を高める等、楽しみながら体力づくり、心身の調和のとれた発達を目標として行います。ボール遊
び、マット・鉄棒・縄跳び・平均台・跳び箱等、様々な楽しい活動を展開します。
食育では一人で食べる「孤食」や、別々の物を食べる「個食」が問題になっている中で保育園では仲
の良い友達や先生と一緒に、楽しく食べる習慣作りを推進しています。
食への感謝の気持ちを育む「栽培収穫」や「クッキング」など“自分たちの成長を楽しむための取り
組み”として、日常を保育の中に取り入れ、毎日のびのびと元気に活動しています。
一人ひとりの子どもの意欲や興味を十分に引き出し、その子ども自身が現在の能力を十分に発揮し
て、「自分でできた!」と実感できることに主眼をおいて取り組んでいます。





○年齢構成（成人施設の場合（高齢者福祉施設、高齢者福祉サービスを除く））

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名

○年齢構成（高齢者福祉施設・高齢者福祉サービスの場合）

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名

○年齢構成（児童福祉施設の場合（乳児院、保育所を除く））

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名

○年齢構成（保育所の場合）

名 名 名 名 名 名

名 名 名18 0

５歳児 ６歳児

2 3

合　計

13 18

6か月未満 6か月～1歳3か月未満 1歳3か月～2歳未満 ３歳児 ４歳児

17～18歳未満 18歳以上 合　計

1歳未満 1～6歳未満 6～7歳未満

13～14歳未満10～11歳未満 11～12歳未満 12～13歳未満

8～9歳未満 9～10歳未満7～8歳未満

17 19

２歳児

90

16～17歳未満

14～15歳未満 15～16歳未満

合　計

60～65歳未満55～60歳未満45～50歳未満40～45歳未満

30～35歳未満18歳未満 35～40歳未満

50～55歳未満 65歳以上

25～30歳未満20～25歳未満18～20歳未満

65～70歳未満 70～75歳未満

【利用者の状況に関する事項】（平成29年　8月 1日現在にてご記入ください）

65歳未満

合　計90～95歳未満 95～100歳未満

80～85歳未満

100歳以上

85～90歳未満75～80歳未満



○障がいの状況

・身体障がい（身体障害者手帳を所持している利用者についてご記入ください。）

名 名 名 名 名 名

1 名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

※区分が異なる複数障害で等級の認定がなされている場合は「重複障害」に記入ください。

・精神障がい（精神障害者保健福祉手帳を所持している利用者についてご記入ください。）

名

名

名

名

２級

名

名

聴覚又は平衡機能の障害

肢体不自由

名合　計

内部障害（心臓･腎臓､ぼうこう他）

重複障害（別掲）

名1

名

名

軽度

名

名

名

名

名

名

名

合　　計 名

名 名名

名

視覚障害

音声・言語、そしゃく機能の障害

名

名

障害区分

最重度・重度

名

名

３級精神疾患の区分 １級

・知的障がい（療育手帳を所持している利用者についてご記入ください。）

名統合失調症

名

中度

名

３級２級１級 ６級５級４級

名

非定型精神病

器質精神病 名

名てんかん

中毒精神病

そううつ病

名

その他の精神疾患



○サービス利用期間の状況(保育所を除く）

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名

）

【職員の状況に関する事項】（平成29年　8月　1日現在）

○職員配置の状況

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

※職種を空欄にしている箇所は、施設種別に応じて記載以外の主要な職種を記入してください。

※保健師・助産師・准看護師等の看護職は「看護職員」の欄にご記入ください。

○職員の資格の保有状況

名 （

名 （

名 （

名 （

名 （

（非常勤職員の有資格者数は（　）に記入）

名）

名）

名）

保育士

社会福祉士

調理員等

名）

非常勤

名）24

介護職員

　

27常勤

2

常勤

介助員管理栄養士・栄養士

5

2

介護福祉士

3

保育士

2

2

2

～６か月 ２年～３年

総数

19年～20年

６か月～１年 １年～２年 ３年～４年 ４年～５年

その他

OT、PT、ST

常勤

非常勤

非常勤

15年～16年 16年～17年

医師

14年～15年

20年以上

事務員

10年～11年９年～10年８年～９年

17年～18年

12年～13年

21

看護職員

2

施設長・管理者

５年～６年 ７年～８年６年～７年

（平均利用期間：

11年～12年 13年～14年

18年～19年



【施設の状況に関する事項】

　※耐火・耐震構造は新耐震設計基準（昭和５６年）に基づいて記入。

○児童養護施設の場合

（１）建物面積

（４）改築年

年

（６）改築年 平成 年

（２）耐火・耐震構造

（５）改築年 平成

（１）処遇制の種別（該当にチェック）

（例）徒歩3分のどんぐり公園（300平米ぐらい）に行って外遊びを行っている。

○成人施設の場合

（３）耐火・耐震構造

（注）園庭スペースが基準
を満たさない園にあって
は、代替の対応方法をご記
入ください。

平成

　　　　　　　　　　　252.52　　　　　　　　　　㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

　耐火

　耐火

　耐震

（２）建物面積

（４）建築年 平成 24 年

　耐震
（４）耐火・耐震構造

（３）敷地面積

　耐火

（２）園庭面積

（３）建築年 昭和

（５）建築年 昭和 年

年

年

　耐震

（１）建物面積
　　（保育所分）

○保育所の場合

　　　　　　　　　　　7,480.59  　　　　　　　　㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

・大舎制 ・中舎制 ・小舎制

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ



人

・ボランティアの業務

【実習生の受け入れ】

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

【サービス利用者からの意見等の聴取について】

【その他特記事項】

【ボランティア等の受け入れに関する事項】

　
日々“開かれた保育園”として保護者の皆様が声を掛けやすい環境作りに努めています。またク
ラス懇談・個人懇談などで園での様子・ご家庭での様子等、意見交換の場を設けています。
玄間ホールには投書箱を設置しています。また第三者委員が直接、苦情・要望を受け付けること
が出来ることをお伝えし玄間ホールに明記しています。意見・要望・苦情などは適切に対応、迅
速な解決を目指し、利用者が安心して利用できる施設となるように解決の為の体制(苦情受付担
当者・解決責任者)を明確に定めています。結果はプライバシーに関わるものを除き園便りに公
表しています。

年度におけるボランティアの受け入れ数（延べ人数）

2

・平成 29

・平成

交通安全教室を実施。近隣の児童ディサービスの子どもたちも参加し、一緒に楽しく交通ルールを学
びました。

その他 2

介護福祉士                

年度における実習生の受け入れ数（実数）

　貴施設（事業所）において、提供しているサービスに対する利用者からの意見を聞くためにどのよ
うな取り組みをされていますか。具体的にご記入ください。

28

社会福祉士                


